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田 中 進 (マカク研究会)
箱根地域に生息する餌づけされていない群れである広
河原群,須雲川群,泉群について報告する｡このうち泉
群は,1972年12月に餌づけ群である天原山群から分裂し
た群れであるが,現在群れが存在するという可能性は非
常に少ないことがわかった｡また,泉群が生息していた
地域には,1974年秋頃より天照山群を離れた20教頭のグ
ループが生息した可能性が払いが,これについては現在
調査を継続中であり,1975年度共同利用研究の一環とし
て報告される予定である｡広河原群については,個件数
の変動あるいは構成に関する新らたなYi料は狩られなか
った｡遊動域については若干の変化がみられた｡窮怒川
群については,′{-クウ占イ群 (餌づけ群)の飢づけ放
棄 (1974年9月15日)後の分裂による好轡が払く,特に
遊動域の変化がみられた｡以上3群以外の餌づけされて
いない群れの存在に関しては,金時山周辺に1郡存在す
る可能性が強いが,1974年には調査が十分でなかった関
係上不明である｡
また,餌づけ群を含めて,箱根地域の各群れ問には,
個体の離脱 ･加入を通しての交流以外にも,群れ同士の
出合い接触があることがわかった｡
従前に得た資料と比較対象し,変化を明らかにする作
業は,現在継続中で報告することができなかった｡
オスの灘脱 ･加入および群れ内のグJLJ-ビン
グ現象に関する研究
福田 史夫 (マカク研究会)
箱板地域に生息する近接した4群間の関係を,個体訊
別下にあるで群個体の離脱と加入に注目して,4群問の
関係を調査した｡また,同時に,年間を通じて,T郡餌
場に出席するグループの構成 (T群の一部の個体だけよ
りなるグルーブが出席することが多い)を記録し,遊動
中の群れの分岐 ･合流の過程をも調査した｡
野生ニホソザルのグルーピソグ現象については,これ
までの報告例は少ない｡
蟹者は '69年より野生ニホンザルの遊動中に生じる,
群れの分岐 ･合流と,この間の若年オスの離脱 ･加入の
過程の調査をおこなってきた｡
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